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　2016年5月のトッパンホール15周年室内楽フェス

ティバルでは、錚々たる顔ぶれの実力派たちとともに

三夜にわたって名演奏を聴かせ、同年10月にはユリ

ア・フィッシャーとの素敵なデュオも聴かせたマル

ティン・ヘルムヒェン。この度、待望の7年ぶりの

ソロ・リサイタルが開催される運びとなった。

　プログラムは、悲劇性を色濃く纏ったJ.S.バッハの

《パルティータ第6番》という、彼が最も得意とする

作品で始まる。名曲揃いのパルティータ集の掉尾を

飾るこの曲は、規模も壮大で、弾き手にとっても深い

充実感が得られるのではないだろうか。モダンピアノ

でバッハを弾くことが難しい時代となって久しいが、

といって、誰もが最初からピリオド楽器に触れられる

時代でもまだない。それだけに2022年5月、トッパン

ホールにおいて《音楽の捧げもの》をはじめとする独自

のプログラムで称賛を浴びたコンスタンチン・リフシッ

ツ同様、モダンピアノでのバッハ演奏を続けるヘルム

ヒェンがJ.S.バッハを弾いてくれることは、私たち

聴き手の音楽的な興味を強く刺激してやまない。そし

てそれは、日本の音楽シーン全体、ひいてはピアノ

学習者にとっても、大きな意義をもたらすに違いない。

　プログラムの最後には、バッハと対をなすかのよう

に、同じく悲劇的ともいえる壮大さに溢れたブラーム

ス初期の大作《ソナタ第3番》が置かれている。ベー

トーヴェンの天才性、およびその時代を先取りするか

のような規格外の精神を鋭敏に受容し、同時に真っ向

から挑戦した若き日のブラームスの、汗と努力の結晶

ともいうべき《ソナタ第3番》が持つ意味と意義が、

トッパンホールのステージで詳
つまび
らかになるに違いない。

　これら2曲の間には、J.S.バッハを敬愛し、ブラームス

に愛されたロベルト・シューマンの作品、それも初期

と最晩年のものが注意深く選ばれている。こうした

作曲家、および作品からなるプログラムは、長年の

研鑽を経て、いま充実のときを迎えるヘルムヒェンに

とって心許す友のような親密感と、勝負の場のような

緊張感、高揚感を伴うものに違いない。さらには、

ヘルムヒェン自身が気づいているか否かにかかわらず、

このプログラムには彼の出自がおのずと投影されて

いて、「いかにもドイツのピアニストだな」と感じさせ、

なんだか少し微笑ましくもある。

　音楽家として、また人間的にも、この7年間で目覚

ましい成長を遂げたヘルムヒェンが、のびやかに広げ

た年輪を存分に聴かせてくれる、充実のコンサートに

なることは間違いない。


